
ー
川
印

川
引
川

市
仙
川
d

で

4
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康
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斗

人目
健

μ
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相作
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/"""¥ 
議会の動き

般
会
計

億
九
百
万
円
を
追
加

第
二
固
定
例
町
議

会
は
、
六
月
二
十
二
・

二
十
三
日
町
二
日
間

関
か
れ
、
国
民
健
康
保
険
税
条
例

町
一
部
改
正
、

一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
議
案
十
五
件
を
誹
議
し
、

い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま

し
た
。
ま
た
‘
町
長
か
ら
前
年
度

品
会
計
の
決
算
状
況
な
ど
の
行
政

鰍止
口
が
あ
り
ま
し
た
。
ニ
町
議
会

で
決
ま

っ
た
お
も
な
こ
と
は
次
の

と
お
り
で
す
。

川H川川川川川川山l川 H川川山11川H川1111川111川11111111山 H川11111¥111川111

。
一
般
会
計
補
正
予
算

政
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

一
億
九
百
六
十

三
万
三
千
円
が
追
加
さ
れ
、
子
針
総
額

は
二
十
五
億
八
千
九
百
五
十
三
万
九
千

円
に
な
り
ま
し
た
。

追
加
の
お
も
な
も
の
は、

U
H
Fテ

レ
ビ
中
継
局
建
設
事
業
負
初
金
に
凶
十

八
万
肉
、
白
石
野
町
家
挫
設
工
事
に
千

百
七
十
万
問
、
同
術
品
肪
入
資
七
十
万

円
.
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
交
付
金
に
二

十
万
向
、
稲
作
団
地
育
成
事
業
訓
助
金

四
千
二
百
三
十
二
万
七
千
円
、
緊
急
粗

・
1
円以

飼
料
取
産
法
事
業
補
助
金

円
点
切

に
八
十
八
万
三
千
円
近
営

肝

田
代
地
区
民
地
開
発
事
業
負

ん

担
金
百
三
十
五
万
円
、
神
丘

+
号
線
外
町
道
補
修
工
事
に

一
四
千
三
百
万
円
、
第
二
幹
線

支
綜
川
改
修
工
事
に
六
百
万

一
円
、
幼
稚
園
建
設
工
事
に

一

一
千
四
百
十
九
万
六
千
向
な
ど

一
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

一
転
作
推
進
特
別
対
策
本
業
訓

助
金

一
千
七
百
四
十
三
万
円

光
台
地
区
の
農
揖
構
造

改
善
事
事
連
結
農
道
整
備

工
事
は
+
月
末
に
完
成
。

世
帯
平
均
九
万
四
千
三
百
円
に

国
民
健
康
保
険
税
の
税
率
決
ま
る

〈
〉
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部
改
正

4
4
初
予
身
内
悦
収
比
込
は
、
川
年
度

尖
制
に
比
べ
一
二
%
の
附
加
を
計
上
し

て
い

ま
し
た
が
、
被
保
険
お
の
負
担
を

極
力
軽
減
す
る
た
め
、
財
政
訓
略
法
金

か
ら
二
百
万
円
を
繰
り
入
れ
る
主
ど
、

保
険
税
の
謀
説
額
は
前
年
度
実
絞
に
比

べ
七

-
凹
%
明
に
抑

え
税
率
を
確
定
し

ま
し
た
~
。

こ
れ
に
よ
り
今
年
度
内
税
率
は
、
所

制
押
川
が
百
分
町
四

六
五
(
前
年
同

一

九
%
減
)
貸
住
川
が
行
分
の
六
一
%
、

(前
年
同

一

九
%
減
)、
均
号
制
は
七

，，
 •• 
屯

千
六
百
五
十
同

士一

-
二
%
減
)一

世

叩
当
り
の
平
等
訓
は
一
万
五
千
円
(
二

一一一%
減
)
に
改
め
た
も
の
で
す
。

こ
の
紡川市‘

一
世
刊
当
り
町
平
均
税

制
は
ん
万
凶
千
三
百
四
+
五
向

(前
年

の
一

二

二

%
地
)、
一
人
当
り
二
万
四

千
六
庁
内
十
三
円

(前
年
内

一
四

・
四

%
明
)
と
主
り
ま
す
。
な
お
国
民
健

康
保
険
の
課
税
限
度
加
が
十
七
万
円
か

句
十
九
万
円
に
引
き
上
げ

」つ
れ
た

一
方、

低
所
川
町
者
に
対
す
る
嶋
減
州
出

L
改
め

ら
れ
、
所
得
二
十
万
円
以
下
町
四
人
家

族
で
二
万
八
干
二
十
円
町
減
税
、
ま
た
、

な
ど
が
減
額
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
歳
入
は
、
町
俄
五
千
七

百
万
円
、
v梨
ヱ
出
金
三
千
二
百
四
十
万

六
千
円
、
前
年
度
繰
越
金

一
千
七
百
十

六
万
二
千
円
な
ど
が
見
込
ま
れ
ま
し
た
0

0
国
保
特
別
会
計
事
業
勘
定
補
正
予
算

臨
時
財
政
訓
整
交
付
金
円
決
定
に
よ

っ
て
保
険
給
付
貨
に
八
百
九
十
七
万
六

千
内
が
追
加
さ
れ
、
子
釣
川
町
日
制
は
阿
倍

七
千
七
行
問
万
4
下
円
に
主
り
ま
し
た
。

〈
〉
専
決
処
分
の
報
告

昭
和
五
十
二
年
度

一
般
会
叫
柿
正
予

却
の
う
ち
、
国
庫
支
出
金
町
農
業
地
詩

災
害
復
旧
費
国
庫
負
判
長
四
千
七
百
八

観
光
行
政
な
ど
に

つ
い
て

一
般
質
問

定
例
町
議
会
で
町
政
に
対
し
三
議
日

か
ら
①
観
光
開
発
計
画
的
見
世
お
し
と

計
画
の
住
民
周
知
並
び
に
町
立
公
開
計

画
の
推
批
②
町
巡
回
代
線
道
路
及
び
排

水
路
町
早
期
改
修
③
学
女
保
育
及
び
児

童
会
館
内
建
設
に

つ
い
て
|
一
般
質
問

が
あ
り
、
町
長
が
同
容
し
ま
し
た
。
発

言
町
内
容
は

「議
会
だ
よ
り
」
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

二
十
万
内
を
超
え
る
所
得
の
場
合
は
、

家
族

一
人
ふ
え
る
ご
と
に
対
象
所
得
が

十
六
万
円
ず
つ
加
訴
さ
れ
‘
四
人
家
族

で
は
所
得
六
十
八
万
円
で

一
万
八
千
七

百
十
同
町
減
税
に
主
り
ま
す
。

。
固
定
資
産
扉
価
審
査
官
委
員
会
委
員
の

選
任
任
期
満
了
に
伴
い
、
丸
山
九
内
さ
ん

(寒日間
)
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

臨
時
生
活
福
祉
給
付

金
を
支
給
し
ま
す

今
回
、
昭
和
五
十
二
年
分
所
得
税
同

特
別
減
税
に
見
合
ヲ
胞
策
と
し
て
伯

初
年
金
、
児
輩
扶
接
手
当
な
ど
の
受
給

者
向
方
が
た
に
対
し
、
そ
の
生
活
的
安

定
と
初
制
内
向
上
に
資
す
る
た
め

「臨

創立15周年記念に

町へ広報車を贈る

今金ライオム〆ズクラブ (会貝38人 ・会長大

和谷正雄)は1963年6月23日にライオンズク

ラブ国際協会に加入してから、今年て1尚15年

を迎え、 6月16日創立15周年を記念Lて今金

町へ広報車 1台が答贈されま Lた。

この広報車はスパルレオ ネパン1200ccに

拡声機装世一式付き、{薗絡は 110万円。111は

?イオンスe号町名称にちなみ、上部が賞、下

部ヵ、柴色町鮮やかなツートンカラーに塗られ

ています。田Tて'は今後の住民広報業務に役立
てることにしています。

、今金ライオンズクラブか

十
七
万
阿
と
地
方
議
与
税

一
千
二
十
二

万
二
千
円
主
ど
が
追
加
さ
れ
た
た
め
、

町
似
二
千
百
五
十
万
円
が
減
額
、
歳
出

で
は
倒
荒
資
金
制
立
金
に
三
千
九
百
二

十
九
万
五
千
円
が
追
加
さ
れ
、
最
終
予

幻
総
矧
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
二
十
五

億
六
千
凶
百
七
十
万
五
千
円
と
な
り
ま

し
た
。

五
十
二
年
度
国
保
会
訓
卒
業
勘
定
補

正
予
算
で
は
国
庫
支
出
金
的
枠
通
調
整

交
付
金
三
十
四
万
二
千
円
、
臨
時
財
政

調
艶
交
付
金
三
百
八
十
八
万
六
千
円
の

決
定
に
よ
り
成
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
四
百

五
4
凶
万
八
千
円
が
追
加
さ
れ
、
批
終

子
針
松
品
削
は
四
億
五
百
二
十
九
万
五
千

円
と
主
り
ま
し
た
。

。
工
事
情
負
契
約
の
締
結

V
チ
プ
タ
ウ
ン
ナ
イ
紘
林
道
開
設
卒
業

(延
長
千
五
百
四
灯
、
幅
比
四
灯
、
工

事
責
四
千
凶
百
十
五
万
向
、
契
約
円
相

〈
〉
陳
情

峨
町
内
会
か
ら
の
「
時
町
地
域
に
お

け
る
排
水
路
円
相
一
備
止
び
川
代
組
問
舗

装
に
つ
い
て
」
ト
商
品
問
稲
作
仙
菌
性
臼

共
同
利
用
組
合
か
ら
の

「
コ
ン
バ
イ
ン

羽
入
の
自
己
負
担
の
軽
減
措
置
」
、
楠
山

北
一日
川
定
時
制
、
通
U
U
制
教
育
振
興
会
か

ら
の

「農
業
科
の
全
日
制
転
挽
及
び
定

時
制
球
組
幹
通
科
的
存
続
」
住
民
の
足

を
守
る
道
南
会
議
と
日
本
私
鉄
総
連
北

海
道
地
方
労
働
組
A
H
か
ら
の

「地
域
住

民
的
交
通
雌
保
と
関
係
法
案
町
制
定
促

進
」
の
陳
情
が
あ
り
池
芯
産
業
総

)~: 

時
生
話
福
相
給
付
合
」
を
支
給
す
る
こ

と
に
主
り
ま
し
た
。

一

V
支
給
の
対
象
者
は
六
月

一
日
現
校
で

・

①
れ
祉
斗
金

(在
齢
附
山
川
口

・
舟
イ

・

一

母

子
)
②
児

ま

?

誇

抱

一

覧
扶
長
子
決
前
柑
T
山
12@
似
保
被
爆

一

者
手
当

l
町
長
給
布
で
す
。
た
だ
し
、

劃

生
活
保
池
町
受
給
布
や
主
人
ホ

l
ム
主

一

ど
の
福
祉
地
♂
に
入
っ
て
い
る
万
に
は

一

一
時
金
と
し
て
五
千
円
を
支
給
し
て

い

一

ま
す
の
で
、
こ

の
給
付
金
円
五
給
付
主

一

と
主
り
ま
せ
ん
。

一

YX品川金
的
知
は
、
対
象
者

一
人
に
つ

…

き
六
千
円

(た
だ
し
、
五
+
二
年
分
所

一

得
税
的
特
別
減
税
の
た
め
の
迎
付
額
が

E

六
千
円
未
満
的
方
に
は
‘
六
下
円
か
ら

一

向
還
付
額
を
控
除
し
た
飢
)
で
す
。

一

V
支
給
対
象
者
に
は
役
場
信
制
限
よ

』

り
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
し
た
の
で
忘

一

れ
ず
に
♂
誌
の
巾
め
を
し
て
〈
だ
さ
い
。一

納

期

内

に

納

め

よ

う

固

定

資

産

税

《
二
期
V

国
民
健
康
保
険
税

全

期
V

七
月
三
十
一
日
ま
で

ロ
感
謝
し
ま
す
図

-
社
協
愛
情
銀
行
に
預
託

・
払
い
出
し

マ
河
内川
キ
ミ
子
さ
ん

(白
石
)
か
ら
五

万
円
を
祉
協
生
市
応
急
資
金
へ

ヤ
大
合
砕
太
郎
さ
ん

(昭
和
町
)
か
ら

三
千
円
を
元
町
虫
学
問
に
、
二
千
円

を
小
百
合
保
育
凶
へ

一一二4

手
方
H
星
建
恋
工
期
日
月
初
日
)

'v
神
丘
六
線
線
道
路
改
良
工
事

(延
長

七
百
八
十
八
υ
ぺ
車
道
幅
員
五
五

μ

造
成
幅
貝
七
・
五
灯
、
工
事
由民
三
千
六

百
七
十
万
円
、
契
約
円
相
手
方
H
和
工

挫
恋
側
工
期
日
月
初
日
)

-v
樋
川
地
区
牒
業
側
造
改
普
事
業
布
地
絡

良
選
前
常
備
工
事

(延
長
千
七
十
六
H

川
、

幅
員
四

・
五日
川
、
工
部
資
三
千
七
百
二

十
六
万
円
、
契
約
の
初
手
方
H
側
坂
本

建
五
、
工
期
印
月
剖
日
)

以
上
三
川
け
の
請
負
契
約
が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

〈
〉
町
道
の
路
線
認
定
と
変
更

昨
年
、

内
刷
業
訓
造
改
拙
門
事
業
で
務
怖

さ
れ
た
第
三
光
台
総
延
長
九
百
灯
が
新

た
に
町
道
に
認
定
さ
れ
、
神
丘
六
綜
線

的
改
良
工
事
に
よ
り
、
神
丘
十

一
号
似

の
う
ら
千
六
百
三
十
五
い引
が
神
丘
六
線

線
に
変
更
さ
れ
ま
し
た
。

(2) 

ノ

務
常
任
喬

μ会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

下

争

開

胃

貝

〈
Z

車

今
金
町
森
林
組
人
H

か
均
「
民
有
林
町

泣
林
事
業
推
進
」
と
農
協

・
農
民
連
盟

か
ら

「五
卜
三
年
産
米
主
価
値
上
げ
に

つ
い
て
」
町
山
舶
が
採
択
さ
れ
、
町
川
棋

会
か
』
り
関
係
機
関
に
対
L
袈
望
意
見
告

が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

。
道
営
土
地
改
良
事
業
の
負
担
金
納
入

遊
山
山
土
地
改
良
事
業
向
山
代
地
区
農

地
開
発
事
業
に
伴

ヲ
負
知
金
町
子
定
傾

を
泊
目
下
柴
山
口
町

一
五
%
と
し
て
納
入

期
限
は
知
事
が
指
定
す
る
期
日
と
す
る
。

昭
和
幻
年
度
の
決
算
状
況

四
会
計
の
総
領
で

九
千
百
万
円
の
残

昭
和
泊
十
二
年
皮
肉
存
会
計
は
五

月
一ニ
+

一
日
山
納
閉
鎖
さ
れ
‘
そ
の

あ
」つ
ま
し
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
凶
会
計
町
此
入
総

額
は
三
十
五
億
九
千
七
百
四
十
四
万

八
千
円
、
歳
出
総
傾
は
三
十
五
億
六

百
二
十
七
万
五
千
円
、
差
し
引
き
九

千
U
十
七
万
三
千
円
内
残
。

こ
の
う
ち、

二
千
九
十
八
万
問
を

法
帝
繰
り
入
れ
と
し
‘
七
千
十
九
万

三
千
問
を
瓦
イ
三
年
度
に
繰
り
越
し

ま
し
た
。

会
汁
別
決
算
は
次
の
と
お
り
。

合
一
般
会
計

法
人
は
二
十
五
億
八

千
八
百
十
4
万
七
千
円
、
歳
出
が
二

十
五
位
山
千
九
百
二
十
七
万
九
千
円

(繰
越
下
八
百
八
十
七
万
八
千
円
)

合
国
保
事
業
勘
定

歳
入
は
四
倍
五

百
三
十
九
万
九
千
円
、
政
出
が
四
億

四
百
九
卜
九
万
五
千
問

(繰

越

十

九
万
四
千
円
)

*
国
保
施
設
勘
定

収
入
は
五
億
七

千
二
百
十

一
万
円
、
支
出
が
五
億
二

千
百
七
十
四
万
四
千
円
(
当
年
度
純

利
益
五
千
三
十
六
万
六
千
円
)

脅
簡
易
水
道
会
計

歳
入
は
三
千
一

百
七
十
八
万

一
千
問
、
歳
出
が
三
千

二
十
五
万
七
千
円

(繰
越
七
十
五

万
四
千
円
)

(3 ) 



今金町内には現在、厚生大臣の

委嘱を受けた22人の民生・児童書島

員さんたちがそれぞれの地域で、

皆さんの生活上の問題の身近な栂

般相手として活躍しています。

所「電地域のii222=民生委員さん福祉関係、の相談員
話

2 -6442 

3 -7343 

2 -5336 

2 -0420 

2 -5521 

2 -5316 

2 -8221 

2 -8391 

2 -8276 

2 -8541 

2 -8686 

2 -8858 

2 -2301 

2 -2345 

2 -8432 

2 -0532 

2 -0238 

2 -0702 

2 -0426 

2 -0108 

2 -0747 

2 -0316 

住

英利河

花石

佳吉

樋川

極川

稲穂

田 ft
八束

八束

白石

金原

盟国

神丘

鈴岡

田進

東町

東町

八幡町

旭町

南町

本町

末広町

阿部 広

田中義雄

黒須隆三郎

加藤俊治

上田 茂

猪股敬二

末藤松雄

吉田吉郎

足利義明

木島和雄

伊藤一治

鈴木吾良

平野清雄

山本正太郎

小地盤徳

白石光甚

栗山幸雄

松惜恭子

尾形哲夫

多国貞太郎

悶環

高桑京子

名氏

個
人
の
秘
密
は

厳
守
し
ま
す

「
一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
が
病
気

に
な
っ
て
悩
ん
で
い
る
」
「
事
情
が
あ

っ
て
、

生
活
で
き
る
だ
け
の
収
入
が
得

ら
れ
ず
に
困
っ
て
い
る
」

私
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
、
自
分
ひ
と

り
で
は
ど
う
し
て
も
解
決
で
き
な
い
、

い
ろ
い
ろ
な
問
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
そ
ん
な
時
に
は
、
す

f
に
で
も
近

〈
の
民
生
委
員
に
お
ま
か
せ
く
だ
さ
い
。

地
域
社
会
的
福
祉
向
上
の
た
め
に
奉

仕
を
続
け
て
い
る
の
が
民
生
委
貝
で
す
。

こ
町
目
的
の
た
め
に
自
分
の
受
け
持

ち
の
地
域
に
住
む
人
々
の
笑
悩
を
い
ろ

い
ろ
な
方
法
で
よ
り
よ
く
知
る
こ
と
が

必
要
と
さ
れ
ま
す
。
民
生
委
員
は
常
に
、

困
っ
て
い
る
入
、
悩
ん
で
い
る
人
が
い

な
い
か
を
念
頭
に
入
れ
て
調
査
活
動
を

行
い
、
町
や
福
祉
事
務
所
な
ど
の
関
係

機
関
と
連
絡
を
と
り
あ
い
な
が
ら
、
だ

れ
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
に

橋
渡
し
を
し
ま
す
。

〈
自
立
更
生
へ
の
道
案
内
も
〉

生
活
の
再
建
を
は
か
り
た
い
が
必

要
な
資
金
も
な
い
、
子
ど
も
が
よ
〈

な
い
友
人
と
付
き
合
っ
て

い
る
な
ど、

塞
庭
内
な
か
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
問

題
で
困
っ
て
い
る
人
が
多
く
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
か
た
が
た
が
ひ
と
り

で
も
い
な
く
な
り
、
み
ん
な
が
明
る

く
楽
し
い
昨
渚
が
で
き
る
よ
う
に
相

談
や
お
骨
話
す
る
こ
と
も
民
生
児

輩
萎
貝
町
大
切
な
仕
事
同
一
つ
で
す
。

民
生
委
貝
活
動
的
モ
ソ
ト
1
は
懇

切
、
公
平
無
私
の
精
神
で
す
。
日
常

生
活
上
向
悩
み
、
家
族
関
係
、
住
居

な
ど
家
庭
内
で
の
問
題
で
お
困
り
の

方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民
生
事
貨
は
問
題
的
解
決
の
た
め

に
管
さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
其
剣
に
巧

え
ま
す
。
こ
れ
ら
の
ご
相
談
を
受
け

て
も
個
人
向
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の

で
ご
市
世
心
く
だ
さ
い
。

老

人

福

祉

相

談

員

助
言
を
行
う
、
』
と
g

②
生
活
に
困
窮
し
て
い
る
老
人
、
あ
る
い
は
病
弱
の

老
人
に
つ
い
て
相
談
に
応
ず
る
こ
と
。

①
極
段
へ
の
入
所
、
ま
た
は
ホ

l
ム
ヘ
ル
パ

l
派
泣

な
ど
の
扱
議
措
置
を
要
す
る
老
人
に
つ
い
て
、
関

係
機
闘
に
連
絡
す
る
こ
と
。

③
就
労
そ
の
他
社
辛
活
動
へ
の
h
#加
を
促
進
し
て
、

老
人
的
生
き
が
い
を
日
め
る
た

h
w
p
i

的
、
老
人
ク
ラ
ブ
内
活
動
に
つ

J

J

I

明

い
て
指
持
助
言
を
行
う
こ
と
。
戸
い
い
¥
/

⑤
老
人
に

対

す

る

敬

愛

、

意

思

切

3
ク

恕
を
普
及
す
る
こ
と
。

ρ
関併

地壇の身近な相談役の民生委員さんのほかに、福祉関

係の専門的な掴鮫員として、本町には身体障害者相談員

精神薄弱者相談員と老人福祉相鮫員がおります。

そのおもな仕事の内容について紹介 します。

身
体
障
害
者
相
談
員

φ
山河体
問即
答
者
地
域
活
動
的
中
払

体
と
な
り
、
そ
の
活
動
的
推
進

を
函
る
こ
と
。

②
身
体
に
障
害
の
あ
る
者
や
身
体

の
不
自
由
な
か
た
の
更
生
援
護
円
相
談
に
応
仁
、

必
要
な
指
導
を
行
う
、
」
と
。

③
身
体
に
障
害
町
あ
る
者
や
身
体
的
不
自
由
な
か
た

の
更
生
扱
識
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
内
業
務
に
協
力

力
す
る
こ
と
。

④

身

体

に

町

山

内あ
る
者
に
対
す

る
認
織
と
理
解

を
深
的
援
峨
思

想
的
普
及
に
努

め
る
こ
と
a

生亀勇さん

町)(曙

議量

/ 

左普幸次郎さん

( HUII'I担，iii)

①
主
人
と
そ
の

家
扶
と
の
間

的
問
題
に
つ

い
て
相
談
に

応
じ
、
指
持

精
神
薄
弱
者
相
談
員

①
制
神
前
弱
者

者
向
家
庭
に

お
け
る
養
育
、

生
活
な
ど
に

閲
す
る
相
談

に
応
じ
、
必
耐
宜
主
指
導
助
一
百
を
行
う
こ
と
。

②
村
伸
市
川
山
山
い
引
の
地
ぷ
入
所
、
就
学
就
臓
な
ど
に

関
し
関
係
機
関
へ
連
絡
す
る
こ
と
。

③
精
神
薄
弱
者
に
対
す
る
媛
護
思
恕
円
普
及
に
努
め

ヲ
《

w
'
』
介
、
。

石井照子さん

(本町)

④
そ
の
他
、
前
述
に
附
併
す
る
業
務
を
行
う
こ
と
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
H
丁
目
が
寸
V
3」

U
H
B
は
「
U
M」
で
受
信
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
現
佐
、
宰
蘭
放
送

局
を
受
信
し
て
い

る
家
庭
は
、
ア
ン
テ

ナ
町
方
向
を
北
伶
山
中
継
局
(
小
川
)

方
向
に
梅
田
し
ま
す
と
受
信
で
き
ま
す
。

な
お
、

一
部
内
地
域
や
古
い
ア
ン
テ

ナ
的
場
合
は
映
像
が
惑
い
の
で
見
た

結川市
に
お
い

て
電
気
底
に
相
践
し
て
く

だ
さ
い
。

共
同
聴
視
地
誌
加
入
的
場
合
は
、
専

用
ア
ン
テ
ナ
の
ほ
か
、
専
用
ア
ン
プ
を

施
設
し

一
チ
ャ
ン
ネ
ル
で
受
信
す
る
方

法
が
あ
る
の
で
沼
気
腐
と
よ
〈
話
し
合

っ
て
整
備
し
て
〈
だ
さ
い
。

該当する人は早めに準備を

今月は、 7月 1自力うの国民年金の精例によ

って毅われるケースをお知らせレますので、自

分ガ自主当する窃合は早めに準備してください。

-
無
年
金
救
済
組

(
A
)
現
在
も
強
制
加
入
内
対
象
に
な

っ

て
い
る
も
の
、
過
去
に
滞
納
な
ど
に
よ

る
時
効
が
あ
っ
て
、

こ
の
ま
ま
で
は
年

金
が
も
ら
え
な
い
人
加
入
し
な
か
っ

た
人
も
滞
納
(
時
効
扱
い
)
と
し
て
処
理

さ
れ
て
い
る
方
々
。

つ
ま
り
、
こ
れ
ま

で
国
民
年
金
に
入
ら
な
け
れ
ば
な
」
り
な

か
っ
た
の
に
入
ら
な
い
ま
ま
過
司』
し
て

し
ま

っ
た
よ
う
な
人
が
該
当
し
ま
す
。

(
B
)現
症
は
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

円
安
な
と

で
任
意
加
入
だ
が
‘
か
つ
て
強
制
加
入

の
期
間
が
あ
っ
た
の
に
加
入
し
な
か
っ

た
‘
あ
る
い
は
加
入
し
た
が
滞
納
し
て

時
効
に
な
っ
て
い
る
人
。

(
C
)現
在
六
十
歳
を
過
き
て
被
保
険
者

で
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
か
つ
て
強
制

加
入
し
て
時
効
に
な
っ
て
い
る
人
、
強

P 

州
制
が
四
年
分
上
新
み
さ
れ
る
は
か
り
で

な
く
商
船
名
別
的
使
間
加
非
と
い
う

お
ま
け
も

一
O
O
%っ
き
、
こ
と
し
州

月
号

封
で
年
額
こ
十
二
万
二
千
円
が

三
十

一
万

一
千
百
円
に
と
、
ず
っ
と
多

〈
も
ら
え
る
よ
う
に
五
リ
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
強
制
加
入
の
場
合
に
限
ら
れ
ま
す
。

(日
)厚
生
年
金
な
ど
を
い
ま
受
け
て
い

る
人
、
受
け
る
資
絡
が
つ
い
て
い
る
人

で
、
こ
れ
ま
で
に
強
制
加
入
で
き
た
の

に
し
な
か

っ
た
期
間
、
あ
る
い
は
時
効

に
主
っ
た
期
間
企
特
別
納
付
す
る
と
、

国
民
年
金
の
通
算
老
齢
年
金
が
余
分
に

も
ら
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

障
害
・
母
子
年
金
受
給
者

こ
う
い
っ
た
人
は
、
現
在
、
年
金
を

も
ら
っ
て
い
る

一
方
で
、
老
齢
年
金
を

HTB  
UHB  

北
槍
山

ア
レ
ビ

中
継
局
が
開
局

待
望
久
し
か
っ
た
・

H
T
B
(北
海

道
テ
レ
ビ
放
送
)
と

U
H
B
(
北
海
道

文
化
放
送
)
町
北
崎
山
テ
レ
ビ
中
継
局

が
完
成
。
七
月
二
十
一
日
か
ら
放
送
が

開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

U
H
F
テ
レ
ビ
送
信
は
、
こ
れ
ま
で

ブ
ー
ス
タ
ー
な
ど
の
専
用
設
備
が
主
い

と
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
中
継
局

内
完
成
に
よ
り
ア
ン
テ
ナ
だ
け
で
十
分

画
面
が
鮮
明
に
な
り
ま
す
・

制
加
入
だ

っ
た
の
に
加
入
し
な
か

っ
た

人。

上
限
は
明
治
四
十
四
年
四
月
一

日

以
降
の
生
ま
れ
の
人
ま
で
で
す
。

(D
)厚
生
年
金
に
加
入
中
、
あ
る
い
は

加
入
し
た
こ
と
が
あ
る
一
方
、
国
戻
年

金
の
方
は
時
効
に
な
っ
て
い
て
、
結
果

的
に
と
ち
ら
の
年
金
を
も
ら
う
内
に
も

通
算
期
聞
が
足
り
な
い
人
|
妻
す
る
に
、

こ
の
ま
ま
で
は
、
加
入
期
聞
が
短
く
て

厚
生
卒
金
も
も
ら
え
な
い
人
的
教
済
策

で
す
。
国
民
年
金
の
資
格
を
つ
け
る
こ

と
に
よ
っ
て
両
方
か
ら
通
算
年
金
が
出

ま
す
。
こ
う
い
っ

た
人
は
意
外
に
多
い

の
で
す
。

こ
の
四
つ
は
、
い
ず
れ
も
‘
こ
の
時

効
分
(
未
加
入
分
)
を
特
例
納
付
す
る

と
、
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
か
通
説
老

齢
年
金
、
ま
た
は
厚
生
年
金
な
ど
の
通

算
年
金
も
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

(4 ) 

ノ

優
遇
お
ま
け
組

(
A
)
す
で
に
国
民
年
金
の
老
齢
年
金
を

も
」
つ
う
の
に
必
要
な
最
低
年
数
を
納
め

終
え
て
い
る
入
。
例
え
ば
、
大
正
四
年

四
月
二
日
か
ら
同
五
年
四
月
一
日
ま
で

の
生
ま
れ
の
人

(六
十
三
歳
)
は
、

こ

れ
ま
で
に
十
年
納
め
て
い
れ
ば
卓
岳
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
本
来
は
、
昭

和
三
十
六
年
四
月
国
民
年
金
が
ス
タ
ー

ト
し
て
か
ら
六
十
歳
に
な
る
ま
で
に
は

十
四
年
あ
り
ま
し
子
、

そ
こ
で、

こ
の

四
年
分
を
特
例
納
付
で
納
め
直
す
と
二

年
後
町
六
十
五
歳
に
主
っ
た
ら
、
年
金

将
米
L
ら
う
た
め
に
国
民
年
金
的
掛
け

金
を
納
め
続
け
て
い
る
わ
け
で
す
が

掛
け
金
的
納
付
免
除
町
、抗
出
を
受
け
な

い
ま
ま
滞
納
し
て
い
ま
す
と
、
症
状
が

軽
〈
主
っ
た
り
、
十
八
歳
未
満
町
子
が

成
人
し
た
り
し
て
附
剛
容
、
母
千
年
金
を

打
ち
切
ら
れ
た
場
合
、
あ
と
的

t齢
年

金
が
も
ら
え
主
〈
な
っ

た
り
し
ま
す
。

こ
ん
弘
事
告
を
巧
、
之
、
も
し
滞
納
に
よ

る
時
効
分
が
あ
る
主
句
、
こ
の
機
会
に

納
的
直

L
加
入
年
数
を
ふ
や
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。
た
だ
し
、
郎
町
田
町
状
態
や

程
度
と
の
北
ね
合
い
で
判
断
す
る
必
裂

が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
金
係
と
よ
〈
相

談
す
る
こ
と
が
よ
い
で
し
ょ
う
。

次
回
は
、
こ
う
い
っ
た
ケ

l
ス
を
凶

で
具
体
的
に
説
明
し
ま
す
。

(5 ) 



町民ひろばロロ地域的できごと、話凶町政への意見要望 生括的知恵などを j;指せください口口町民ひろば
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美利河婦人防火クラブ

後日本消t防脇会賞lJふ輝セく:品
、Ji."&，;.zドザi:予定点~ぉ:汚点百三ノ戸~';.，""<.\'il官Y;':';側、叫ん印式叫;:;'''''''川

今金町消防団には竿頭綬

家
庭
に
お
け
る
火
災
子
防
の
普
及

徹
底
と
防
火
忠
忽
の
向
上
に
大
き
〈

尽
力
し
て
き
た
尖
利
河
婦
人
防
火
ク

ラ
ブ

(合
H
じ
十
八
人
、
松
尾
フ
ジ

ノ
会
長
)
が
、
こ
の
た
び
北
近
辺
か

ら
唯

一
つ
の
能
以
団
体
と
し
て
日
本

消
防
協
会
会
長
立
を
受
彰
し
ま
し
た
。

失
利
河
婦
人
防
火
ク
ラ
プ
は
昭
和

四
十
三
年
八
月
山
か
せ
ぎ
で
男
手

、わが家のアイド)v"
加藤光政さんの長田 (1lI 代)

r今回、 7月6日は l般の誕生

日1-週間l前から容さだL い
まは15'];1>あるけるんですよ』

写真裏草中 3歳までのお干さ

ん.なるべく白黒写真。カラー

の場合はネガフィルムと写JTを
連絡あればお伺いします.

証

r21世紀の北海道を考えるJ

道では、 般大学生及び高根

生のみJ;Jさんを対象に、北海道の

これからの望ましい姿|ごついて踊

文在努集しています。

〈作品のテーマ〉は '21世紀の北

海道を考えるj で本道産業の発展

尚想、地方都市のあり万、生活や

文化の問題、あるいは省エネルギ

-J;Jど、 おおむね30年後の尚想に

ついて述べ疋未発表のもの。

〈応募資格〉道内巳住んでいる

般 大学生ま疋は高段笠の個人事

だはヴル ブ。

〈応募方法)4百字詰め原碕用紙

1こ一般大学生は30枚、高続生は

T日目Z程度。文章、統計クラフ等を

ヨ岡しだ場合は、出典を明配する。

〈賞金 ・賞状〉 般大学生の部

=特選句嬬10万円。佳作5編3万

円。高絞生の部z 愚優秀T編、佳

作5編に賞状と賀状と賞由。

〈提出先〉私幌市中央区北3条西

6丁目、北酒造開発調整部参事。

〈締出切り〉 日月31日当日消臼有

刻。発表は11月上旬。

(6 J 

懸賞論文を募集 F

由1曜は 8月5日消印ある L町。
T 1，入試験 (節目己試験) 9月20-
9 H 21日に各支庁で行う。
持 Lくは役場制祉拍l、楠山支庁
社会十ui制課へおたずねくださ L、。
.交通規制にご協力を

一般道々八・7 今金線的日進~
田代1m延長 3.7.'が道路舗装工事
的ため10月7日まで}'，IIIII通行に主
リます。道路工'1与開織を確認して
安全J~転にご協力くださ， '. 
.海水浴の事故防止
いよいよ海水浴ンーズ，に入り

iln棚?/JjJ~~i;t子どもたちでいっぱL、
です。 昨年/j.ifii:/:mき町日に海水
浴場以外的区域てe中学生が死亡L
ています.海水浴は 当人だけで

主〈同行さ札たJiL.浜辺にいる
}-; L 諸に主 って事故防止に気を
つけ、，人のことに控立LまLょう。
b 指定された区域以外で怖が~: ~ '0 
T 1.¥1皮が強いH寺はυkがな L、。
Tl人では絶j吋に出がなも、。
b ノkに入る耐jに必ず i~\叫j辺i!fl!J をし、
k先か叶iJiまで耐均してから水
に入ること。

b食事後す くに出がな い。
bお雌.l，Ii'，か均上 った直後、けトの出
る品l述iff}Jした¥uf;車、披れている
時、柄町1を飲んだ時、空胞時に
は絶対に時がない。

。空ピ/、空かんなどのゴミは必

ずかたずけてれ，Iリま Lょう 。
可制捌海上保安署〉

・ 8月の休日当番医
6日 北柏山側r":j!.院院fi@5011
13日 北倫山町邑l保病院fi@5321
20日 今金町国保病院ft(2)0221
27日 北楠山町阿保病院E④5321

新IIlJ報道などでご承知のとおリ
去る 6月8日十勝支庁管内消木町
で草刈機により小学生が死亡する

捕ましい事故が発生しま Lた. こ
の.iJ'i-故は草刈機内盤備不良に よる
特殊な事例と考えられますが、近

時、同組1，'UIH曜が普且 Lておりま
すので、作業前には機械の!附崎山

検及びその取扱い方法に十分注意
Lて <f!さも」
.中小企業のお盆金融のご利用を

近1，JlfH皐初協会と各取扱金融機
関では、中小企業者の"お盆fltM!1L
町中し込みを，人により取扱いま寸 。

b融資金制 l 企業 1千万円以内
b資金使迎運転資金
:>融資期/:IJ 年以内

b融資利率各金融機関の利w
b 担 保原"'1として岳嬰
b 保証料率無-111.保無保証人 f~~ ，!d
年0.72%、一位保証年1.00%
b 取扱}自11m 8月10日まで
園中小企樺従事員福祉資金を貸付
i立内町中小企業に勤務する }jで

年IHI 的手出Ï)d~}. ï')r 3百万円以下であ
る人に制祉資金(生活資金)を融
資 します。

b融資[IW.a制 40万円b融資利玲'
年 6.R%T償還期間 2年以内
b資金1l}ii主医療教育鹿， r~ 
lJ:毛布Ii修 災遺資金など惨取般企
融機|比l 井口用金目11円本主防
・53年度の保母試験を実施 Lます
11{{拘153年第 2回保母試験を祝に
より実施します。

b受験T*，;'，き 希望する受験地の
各止;庁地方郎社会福祉諜に i剖係、~r­
類、写真 (正而上半身4.5X6cm)

21文をisfナし 8月5日まて'にlMth

の
い
な
い
部
落
を
火
災
か
ら
守
ろ
う
と

全
戸
の
主
婦
が
ム
冨
H
と
な
っ
て
結
成
さ

れ
た
も
の
で
、
そ
の
後
、
毎
年
消
火
作

取
リ
以
い
の
実
地
訓
練
や
救
必
活
動
.

家
区
内
の
点
字
防
に
心
が
け
て
き
ま

し
た
。
そ
の
成
果
が
叩
認
め
ら
れ
、
凹
十
五

年
に
は
道
消
防
協
会
会
長
賞
も
受
賞
し

て
お
り
、
今
岡
は
日
本
消
防
協
会
会
長

試
の
ほ
か
、
副
首
の
花
念
日
山
と
し
て
制

服
三
十
府
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

1 

Jat 

同
ク
ラ
ブ
は
六
月
十
七
日
、
受
賞
祝

賀
会
を
美
利
河
福
松
会
館
で
附
き
‘
新

し
い
制
限
を
活
た
主
婦
や
消
防
団
只
が

揃
っ
て
今
後
的
防
火
活
動
向
強
化
を
哲

い
A
円
い
ほ
し
た
。

一
方
、
日
本
消
防
協
会
的
乍
蝋
絞
を

受
け
た
今
ム
市
耐
消
防
団

(多
出
向
太
郎

団
長
)
は
昭
和
凶
十
三
年
に
道
消
防
協

会
か
ら
竿
頭
絞
、
五
十
年
六
月
に
は
表

彰
旗
を
校
与
し
て
お
リ
、
今
凶
の
表
彰

は
胆
振
管
内
の
追
分
、
相
別
町
、
空

知
竹
内
向
新
ト
川
町
と
A
F
金
町
の
附

同
体
が
受
制
押
し
た
も
の
で
す
。

多

m団
長
は
「
足
利
河
口
剛
人
防
火
ク

ラ
プ
と
同
じ
〈
各
町
内
会
、
都
市
会

に
は
多
数
の
婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
が
結

成
さ
れ
て
お
り
、
各
家
庭
に
消
火
器

を
例
え
る
な
ど
日
首
生
括
的
主
か

で
火
の
元
を
し
っ
か
り
守
る
ん
だ
と

い
う
こ
と
が
必
地
さ
れ
て
大
変
心
強

い
」
と
語
る
ょ
っ
に
、
こ
こ
数
年
大

火
も
な
〈
町
民
の
防
火
叩
抗
ぬ
が
高
ま

っ
て
い
ま
す
。

新LL'制服で訓練に励む蔓利河婦人防虫7

← 

.ある目白あなた・ '.Lf.J'iをさしあげます

・地籍調査等の標臓を抜カ、ないで

町では48年度から10ヵ年計画で
町内町地籍捌査を行っています。

これは、土地の正仰な位置、形、

地番、地目、面簡を明均かにする

大切な調査です.今年は田代、光

古、桂川、寒昇、稲徳的一部を測
量するための杭木や標識を各所に
入札ておりますので、これを抜、、

たり、そのま品戸斤を卸Jかきないよう
に注意されるよう必刷、、 Lます。
・老人医療受給資格鉦の更新を
老人医療受給f(桁aiEは 7月 l白
から新しくなり、 ï~î ~、結色的資格
証では盤料診療が受けられません。
新 Lい資格証はp，色です。 まだ更
新していない人は、至急役場福祉
課福祉係へおこ Lください.
・8月10日に献血車が来町
例年、~~夏191 には血液が草|常に
不足 Lますので、全国いっせいに
「愛の血液助け介ぃ1出動」が行わ
れます。今金町には 8FJ 10日午前
9時から午後2時3口分まで役場月
舎前に移動採血Jli'ひまわり号」
が来町 Lます何で、みなさんのこ
協力をお願いします。

圃草刈機による事故防止

⑨⑤⑧⑧⑮ 

山登りの楽しさ
安全を確保する

権山管内唯一の

今金山岳会

) 
、
っ
か

つ
な
話

'vお
ど
か
し
と
お
だ
て

イ
ヤ
ミ
主
セ
リ
フ
で
子
ど
も
を
追
い

た
て
て
い
る
判
明
も
六
年
生
ま
で
は
、
い

く
わ
か
子
ど
も
の
上
に
効
果
が
あ
る
と

い
フ
気
休
め
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
子
ど
も
が
中
学
生
に
な
る
と
、

こ
れ
で
は
効
果
が
主
い
ー
と
い
う
コ
ト

に
気
が
つ
く
よ
う
で
す
。
で
も
、
勉
強

的
自
あ
て
も
+
忽
世
も
、
子
ど
も
に
対
し

て
教
え
ら
れ
主
か

っ
た
円
で
す
か
ら
、

「そ
ん
な
コ
ト
で
高
校
に
入
れ
た
ら

だ
れ
で
も
楽
だ
わ
ネ
U

と
か
「
中
学
生

内
ク
セ
に
、
ま
る
で
勉
強
や
る
気
が
な

い
の
ネ
。
そ
れ
で
高
校
に
入
れ
た
ら
e

だ
れ
で
も
入
学
で
き
る
ワ
、
見
て
ま

す
ヨ
」
と
い

っ
て
お
ど
か
す
程
度
。
と

き
に
は
気
分
を
変
え
て
「
や
れ
ば
で

き
る
じ
ゃ
な
い
の
己
と
い
っ
た
お
だ
て

方
し
か
で
き
主
く
な
る
。

成人祭

とき/8月14日総合体育館

対象者/昭和33年 1J弓16日力ら
昭和34年1月15日まで

lご生まれた人

気軽な服装で参加を

第30回

郷
土
に
あ
る
雄
壮
な
狩
場
述
峰
は

自
分
た
ち
で
開
拓
し
よ
う
と
、
山
男

凶
人
で
山
告
会
を
結
成
し
た
の
が
十

四
年
前
、
現
在
は
石
川
民
三
会
長
以

下
回
十
人
的
会
日
が
登
山
を
楽
し
ん

で
い
る
。
山
の
こ
と
な
ら
我
々
の
手

で
と
、
カ
ニ
カ
ン
岳
町
砂
金
泣
跡
制

査
を
は
じ
め
‘
今
年
五
月
に
は
難
コ

ー
ス
の
メ
y
プ
岳
か
ら
カ
ニ
カ
ン
岳

町
縦
走
に
成
功
す
る
な
ど
‘
そ
の
活

路
は
め
ざ
ま
し
い
。
ま
た
、
柏
山
管

内
唯

一の
山
長
会
だ
け
に
遭
難
防
止

対
策
も
無
線
小
口
且
を
設
置
し
て
の
万

全
き
が
大
き
な
原
動
力
に
つ
な
が
り
、

山
の
楽
し
さ
、
献
し
さ
を
リ
ー
ド
す

る
。
今
年
は
、
六
月
内
カ
ニ
カ
ン
岳

町
民
登
山
に
町
内
外
か
ら
百
人
近
く

も
参
加
し
た
た
め
‘
八
月
末
の
狩
場

山
町
民
登
山
、
メ
y
プ
丘
山
沢
ル

l
ト

向
山
道
路
保
を
ぜ
ひ
実
現
し
た
い
と
、

山
岳
に
か
け
る
情
熱
は
大
き
い
.

V
堂
々
た
る
負
け
っ
ぷ
り

子
ど

L
が
高
校
生
に
な
る
と
、
親
は

た
だ
ダ
7

y

テ
見
守
る
だ
け
。
心
的
中

で
は
祈
り
が
ソ
ソ
と
用
意
さ
れ
る
の
で

す
。
そ
し
て
「
子
ど
も
が
大
き
く
主
っ

た
ら
、
何
を
い
っ
て
も
聞
き
ま
せ
ん
ネ
。

自
分
的
好
き
な
コ
ト
を
や
ら
せ
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
ヨ
」
と
、
他
人
に
も
い

え
る
ア
キ
ラ
メ
心
に
な
る
よ
う
で
す
。

指
図
す
る
、
話
買
の
な
い
年
令
に
追
い
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
校
生
の
年
ご

ろ
は
、
真
剣
に
悩
む
年
ご
ろ
で
も
あ
る

の
で
す
。
相
叫
が
心
的
中
だ
け
で
ソ
y
と

祈
っ
て
い
る
コ
ト
が
、
確
か
な
役
割
主

的
で
し
ょ
う
か
。
「
ポ
ク
は
高
校
を
出

て
就
職
す
る
」
「
入
試
直
前
に
な
っ
た

が
自
信
が
持
て
な
い

ん
だ
。
だ
か
ら
受

験
は
断
念
す
る
ヨ
。
一
年
浪
人
を
や
ら

せ
て
ほ
し
い
・
。
来
年
に
か
け
る
・

己

も
し
、
こ
ん
主
セ
リ
フ
を
聞
い
た
ら

親
は
ど
う
受
け
止
め
た
ら
よ
い
か
e

。

(お
わ
り
)

西

里

貞
嘉
)

(
神
丘
小
学
校
長

産業まつり

とき/8月14日 15日 16巴
催し/農産物展示試食会

干人おどり仮装力
少年野球大会挽罵競技

第T固町民駅伝大会ほか

(7) 

第8回



緑
と
花
の
あ
ふ
れ
る
街
に

⑦

。
よ
い
球
根
の
見
分
け
万
と
求
め
方

球
椴
草
花
を
作
る
上
で
、
ま
ず
大
切

主
こ
と
は
良
質
的
球
根
を
植
え
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
良
い
球
根
と
い
う

の
は
、
次
め
よ
う
な
も
の
で
す
。

'v
開
花
サ
イ
ズ
で
あ
る
こ
と

種
類
に
よ
っ
て
、
あ
る
一
定
以
上
町

大
き
さ
で
な
い
と
花
を
つ
け
主
い
も
の

と
、
球
根
町
大
小
に
関
係
な
く
花
を
つ

け
る
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
多
く
は
前

者
向
タ
イ
プ
で
、
こ
れ
は
大
き
い
球
根

ほ
ど
よ
い
花
を
咲
か
せ
ま
す
が
、
現
在

市
販
さ
れ
て
い
る
も
の
は
す
べ
て
開
花

す
る
能
力
的
あ
る
大
き
さ
の
も
の
で
す
。

マ
充
実
し
た
硬
く
し
ま
っ
た
球
根

い
く
ら
サ
イ
ズ
が
大
き
く
て
も
内
容

的
に
充
実
良
が
悪
く
、
水
分
的
多
い
球

恨
は
腐
る
こ
と
が
多
く
感
心
で
き
ま
せ

ん。

手
で
握
っ
て
み
て
や
わ
ら
か
み
の

あ
る
も
の
は
避
け
る
よ
う
に
し
ま

τ

硬
く
し
ま
っ
た
も
の
を
選
ぶ
こ
と
が
大

切
で
す
。

曹

v
疎
棋
の
肌
が
き
れ
い
で
整
形
な
も
の

mwが
あ
っ
た
り
、

い
た
ず
ら
に
凹
凸

が
あ
っ
た
り
、
球
根
の
肌
が
汗
い
も
の

は
腐
り
や
す
か

っ
た
り
羽
気
が
発
生
し

や
す
い
の
で
除
外
し
ま
す
。
と
〈
仁
、

球
根
町
発
根
部
が
傷
ん
で
い
る
も
の
も

よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。

'v
病
班
の
あ
る
も
の
は
さ
け
る

球
椴
内
肌
に
黒
褐
色
町
病
斑
の
あ
る

も
の
は
さ
け
る
よ
う
に
し
ま
す
。
ま
た

外
観
は
き
れ
い
で
も
内
部
が
腐
っ
て
い

る
軟
腐
病
球
は
ち
ょ

っ
と
見
分
け
に
〈

い
も
の
で
す
が
、
強
く
握
る
と
つ
よ
れ

る
の
で
わ
か
り
ま
す
。
球
根
の
発
根
部

の
中
央
が
ポ
ロ
ポ
ロ

に
な
っ
て
汚
い
も

町
は
、

畑
山
ダ
ニ
に
侵
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
多
い
の
で
注
意
を
要
し
ま
す
@

-v
芽
が
健
全
で
あ
る
も
の

芽
が
欠
け
て
い
た
り
傷
つ
い
て
い
る

も
の
は
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く
に
ダ

リ
ア
で
は
、
芽
が
定
芽
で
決
っ
て
い
る

た
め
球
恨
の
発
芽
部
で
あ
る
頭
部
に
芽

が
な
い
と
絶
対
に
発
芽
し
ま
せ
ん
の
で

必
ず
芽
内
有
無
を
雌
か
め
ま
し
ょ
う
。

V
品
種
の
正
確
な
も
の
を
選
ぶ

品
種
に
よ
っ
て
球
根
の
形
状
は
多
少

ち
が
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
主
か
な
か

見
分
け
に
〈
い
も
の
で
す
。
同
↑
品
種

の
球
根
内
に
形
状
的
違
う
も
の
が
あ
れ

ば
、
こ
れ
は
典
品
種
的
混
入
と
考
え
て

避
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

以
上
の
よ
、
つ
な
点
に
気
を
つ
け
て
球

根
を
見
分
け
ま
す
が
、
求
め
る
時
は
植

え
ど
き
よ
り
ま
だ
早
い
よ
う
で
も
、
早

め
に
買
求
め
る
の
が
良
い
球
根
を
選
ぶ

こ
と
に
な
り
ま
す
。
退
く
な
る
と
そ
れ

だ
け
不
良
球
根
が
多
く
な
り
ま
す
。

-
眼
科
無
料
検
惨
に
百
五
十
人
が
受
鯵

町
は
眼
科
専
門
医
師
で
あ
る
扇
谷
今
令
保
健

所
長
内
協
力
を
得
て
六
月
二
十
八
日
か
ら
三
日

間
‘
一
般
町
民
を
対
象
に
限
科
的
無
料
検
診
を

今
金
保
健
所
で
行
っ
た
。
町
内
に
は
眼
科
医
院

が
な
い
こ
と
か
ら
受
診
者
も
百
五
十
人
と
多
〈
、

町
民
も
今
後
町
継
続
検
診
を
期
待
し
て
い
べ

ム住民のふも¥
前月に
比べて

人 口 9.420(ート8)
lJ.) 4，608 (-9) 
女 4，812(+17) 
世帯 2，696(+ 2) 

(424午Z112)
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-
大
き
く
育
っ
て
と
ヤ
マ
ベ
稚
魚
放
流

水
産
奈
川
州
内
自
然
繁
殖
で
釣
り
の
楽

し
み
を
と
、
町
商
工
観
光
課
と
釣
り
愛

好
会
は
七
月
十
日
、
下
ハ
カ
イ
7

ソ
プ

川
に
七
千
匹
の
ヤ
マ
ベ
の
株
品
目
を
肱
流

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
仙
の
い
な
い
河
川

で
ヤ
7

ベ
的
地
殖
を
試
み
る
た
め
、
二

年
前
か
ら
年

一
周
行
っ
て
い
る
。
今
回

の
稚
魚
は
体
長
六
で
と
大
き
い
の
で
秋

ま
で
に
は
大
物
の
釣
り
が
楽
し
め
そ
、
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